
令和7年度

読谷村物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　事業実施状況及び効果検証

うち交付金 充当経費(円)

1
読谷村物価高騰対応重点支援臨時給付金事業【令

和6年度非課税世帯・こども加算・不足額給付】

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の

方々の生活を維持する。

②低所得世帯への給付金及び事務費

③R6,R7の累計給付金額

令和６年度住民税均等割非課税世帯　4,345世帯×30千

円、子ども加算　1,518人×20千円、、定額減税を補足する給

付（うち不足額給付）の対象者　8,334人　(151,460千

円）　　のうちR7計画分

事務費　16,812千円

事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料

等）　業務委託料　使用料及び賃借料　人件費　として支出]

④低所得世帯等の給付対象世帯数（4,345世帯）、定額減

税を補足する給付（うち不足額給付）の対象者数（8,334

人）

186,558,198 186,558,198 R7.4.1 R8.3.31

物価の影響を受ける低所得世帯等に対して生活を支援するた

め、対象世帯に対して給付を実施した。

・令和６年度住民税均等割非課税世帯　767世帯

・子ども加算　71人

・定額減税を補足する給付（うち不足額給付）の対象者

4,510人

低所得世帯等対して、R6年度、R7年度累計287,770,000

円を支給することで、物価高騰の影響を受けた世帯への経済的

支援を図ることができた。

5
読谷村食料品等物価高騰対策臨時支援給付金事

業（R7補正分）

①食料品等の物価高騰の影響を受けている全村民に5,000円

の現金給付を行うことにより、生活者の負担軽減を図ることを目的

とする。

②全村民へ一人5,000円の現金給付を行う。※物価高の影響

は全村民に広く及び、世帯構成や購買行動により影響内容も多

様である。緊急性を要し、他の支援手法では実態に即した対応が

困難なため現金給付を選択した。

③事務費：4,687,000円（事務費の内容：需用費、役務

費、委託料、人件費として支出）

④全村民

4,687,000 3,535,000 R8.3.1 R9.1.31

6 読谷村学校給食食材費物価高騰支援事業

①長期化している物価高騰の影響を受け、給食費の引上げが必

要となり、高騰する給食食材費を支援することで保護者の負担軽

減を図る。

※教職員の給食費は補助対象経費として算定していない。

②補助金及び交付金

③給食費引き上げ分700円

　総額17,253千円

④村立小学校に通う児童の保護者

17,102,940 17,102,940 R7.4.1 R8.3.31

村立小学校に通う児童の保護者に対して、給食費引き上げ分

に係る負担軽減を図るため、支援を実施した。

村内５小学校

・対象児童(５月１日在籍人数)

　児童　2,408人(要保護・準要保護者を除く児童数)

対象の保護者に対して、当該保護者の児童に係る給食費の支

援を行うことにより、物価高騰の影響を受けた世帯に対し、経済

的支援を図ることができた。

7
読谷村水道料金支援事業（物価高騰対応臨時支

援）(R6補正分）

①物価高騰の影響を受ける村民と事業者の経済的負担軽減を

図るため、水道料金の基本料金を全額免除することに対して水

道事業会計へ繰り出し、交付対象経費とする。

②水道事業会計に繰り出す水道基本料金の減免に係る費用

83,832,000円

③水道基本料金

　一般用途：65,271件　69,575,805円

　営業用途：  5,928件　14,255,313円

　（月別）一般・営業用途　11月分　20,800,078円

　　　　　　　　　　　　　 12月分　20,866,859円

　　　　　　　　　　　　　１月分　21,061,284円

　　　　　　　　　　　　　２月分　21,102,897円　（計

83,831,118円）

④給水契約者（一般用途・営業用途）

　なお、官公署用途を含まない。

83,409,739 83,409,739 R7.11.1 R8.3.31

一般用途及び営業用途で給水している水栓を対象に、令和7

年11月検針分から令和8年2月検針分の4か月間、水道料金

基本料金を免除した。

給水契約者のうち、一般用途及び営業用途の水道料金基本

料金全額を4ヵ月間免除することにより、物価高騰の影響を受

ける家庭や事業者の固定費の軽減となり、経済的支援を図る

ことができた。

実施状況

（実績概要）
成果等

事業実施中により、実施状況及び効果について、完了後に掲載予定。

Ｎｏ 交付対象事業の名称

事業の概要（①②③④を必ず明記）

①目的・効果

②交付金を充当する経費内容

③積算根拠（対象数、単価等）

④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

総事業費(円)
事業開始 年月

日

事業完了 年月

日



令和7年度

読谷村物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　事業実施状況及び効果検証

うち交付金 充当経費(円)

実施状況

（実績概要）
成果等Ｎｏ 交付対象事業の名称

事業の概要（①②③④を必ず明記）

①目的・効果

②交付金を充当する経費内容

③積算根拠（対象数、単価等）

④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

総事業費(円)
事業開始 年月

日

事業完了 年月

日

11
読谷村水道料金支援事業（物価高騰対応臨時支

援）（R7補正分）

①物価高騰の影響を受ける村民と事業者の経済的負担軽減を

図るため、水道料金の基本料金を全額免除することに対して水

道事業会計へ繰り出し、交付対象経費とする。

②水道事業会計に繰り出す水道基本料金の減免に係る費用

21,145,000 円

③水道基本料金

一般用途：16,455件　17,536,125円

営業用途：  1,503件　  3,608,385円

（月別）一般・営業用途　3月分　21,145,000円

④給水契約者（一般用途・営業用途）

　なお、官公署用途を含まない。

20,882,625 20,882,625 R8.3.1 R8.3.31
一般用途及び営業用途で給水している水栓を対象に、令和8

年3月検針分の1か月間、水道料金基本料金を免除した。

給水契約者のうち、一般用途及び営業用途の水道料金基本

料金全額を1ヵ月間免除することにより、物価高騰の影響を受

ける家庭や事業者の固定費の軽減となり、経済的支援を図る

ことができた。

8 読谷村農業経営物価高騰支援事業（R6補正分）

①農業用供給事業者に対して補助を行い、物価高騰の影響を

受けている農業用水利用者の利用料金の一部を免除することに

より、農業生に欠かせない農業用水代金の負担を軽減し、農業

経営の安定化を図る。

②農業用水補助金　16,334,000円

③農業用水補助金　令和６年度農業用水契約者数440名対

象

農業用水代金29,224,534円*5/10以内＝ 16,334,000円

④農業用水供給事業者

③は総事業費16,334,000円のうち、№7の充当額は

7,549,000円

8,785,000 8,785,000 R7.4.1 R8.3.31
農業用供給事業者に対し、農業用水利用者の利用料金の一

部を免除した。

農業用供給事業者に対して補助を行い、物価高騰の影響を

受けている農業用水利用者の利用料金の一部を免除すること

により、農業生に欠かせない農業用水代金の負担を軽減し、経

済的支援を図ることができた。

9
読谷村農業経営物価高騰支援事業（R7予備費

分）

①農業用供給事業者に対して補助を行い、物価高騰の影響を

受けている農業用水利用者の利用料金の一部を免除することに

より、農業生に欠かせない農業用水代金の負担を軽減し、農業

経営の安定化を図る。

②農業用水補助金　16,334,000円

③農業用水補助金　令和６年度農業用水契約者数440名対

象

　農業用水代金29,224,534円*5/10以内＝ 16,334,000

円

④農業用水供給事業者

③は総事業費16,334,000円のうち、№6の充当額は

8,785,000円

5,136,000 5,136,000 R7.4.1 R8.3.31
農業用供給事業者に対し、農業用水利用者の利用料金の一

部を免除した。

農業用供給事業者に対して補助を行い、物価高騰の影響を

受けている農業用水利用者の利用料金の一部を免除すること

により、農業生に欠かせない農業用水代金の負担を軽減し、経

済的支援を図ることができた。

10 読谷村物価高騰対応畜産支援事業

①物価高騰の影響を受けている畜産業の現状に対応するため、

村内畜産農家の生産向上と安定的商品供給流通及び畜産農

家数の維持を図る。

②畜産支援事業補助金　11,000,000円

③畜産支援事業補助金　村内畜産農家34戸

　　養牛：30,000円/頭＊348頭=10,440,000円

　　養豚：80円/頭＊2,845頭=227,600円

　　養鶏：33円/羽＊10,000羽=　330,000円

　　　計10,997,600円≒11,000,000円

④村在住かつ村内の農業用施設で養牛、養豚又は養鶏を行う

もの

10,193,700 10,193,700 R7.4.1 R8.3.31

村内畜産農家に対し、ワクチン接種手数料の一部支援（豚、

鶏）及び肉用牛子牛の出産に対する支援を実施した。

村内畜産農家　34戸

・養牛　325頭

・養豚　2,326頭

・養鶏　7,807羽

物価高騰の影響を受けている畜産業の現状に対応するため村

内畜産農家に対し、ワクチン接種手数料の一部支援及び肉用

牛子牛の出産に対する支援することにより、経済的支援を図る

ことができた。



令和7年度

読谷村物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　事業実施状況及び効果検証

うち交付金 充当経費(円)

実施状況

（実績概要）
成果等Ｎｏ 交付対象事業の名称

事業の概要（①②③④を必ず明記）

①目的・効果

②交付金を充当する経費内容

③積算根拠（対象数、単価等）

④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

総事業費(円)
事業開始 年月

日

事業完了 年月

日

12
読谷村保育所等負担軽減支援事業（物価高騰対

応臨時支援）

①物価高騰に直面する中、経済的影響を受けた保育所等の負

担軽減を行う。

②保育所等負担軽減支援金　23,615,400円

③積算根拠　児童数×64円×開所日数

ア）認可保育所利用児童数1,030人×64円×300日

（控除額3,167,400）＝16,608,600円

イ）認可外保育所利用児童数202人×64円×300日

＝3,878,400円

ウ）私立幼稚園利用児童数180人×64円×300日

（控除額327,600）＝3,128,400円

ア）＋イ）＋ウ）＝23,615,400円

④村内認可保育12施設、認可外保育12施設、私立幼稚園2

施設

17,991,744 17,991,744 R7.4.1 R8.3.31

村内保育所等に対し、給食等の提供にかかる食材料費に対す

る支援を実施した。

・認可保育所　12施設

・認可保育所利用児童数　1024人

・認可外保育施設　8施設

・認可外保育施設利用人数　175人

村内保育所等に対し、給食等の提供にかかる食材料費に対す

る支援することにより、経済的影響を受けた保育所等への経済

的支援を図ることができた。


